
令和６年度 教育充実計画 
                                      播磨西小学校 
 
 

１．学校教育目標   【校訓】「実践力に富んだ子」  

－ 弗為胡成（なさずんばなんぞならん）－ 

 

  ＜教育目標＞「主体的・創造的に生きる こころ豊かな子どもたちの育成」  

 

これからの社会を生き未来を切り拓く子どもたちに、確かな学力・豊かな心・健やかな体など

の「生きる力」を身につけさせ、発展的に思考力・判断力・表現力を培い、主体的かつ創造的に

課題に立ち向かい、よりよく判断し実践できるこころ豊かな子どもを育成する。 

        

２．めざす子ども像 

 

 （１） 自ら考え、表現する子 

    ・自らはたらきかけ、自らのめあてをもって、学習に取り組む子 

   ・めあての達成に向かって、自らの能力を駆使して追求する子 

   ・自他の考えを生かし、学びを深める子 

   ・学習したことを自らの視点や方法で表現する子 

 

 （２） 心ゆたかな子 

    ・自立の心や思いやりの心、生命を尊重する心を身につけ、よりよい生き方を求める子 

   ・自分を大切にするとともに他者を尊重し、仲間と力を合わせて生きていこうとする子 

    ・規範意識をもって主体的に判断し、正しいと思ったことは積極的に実践できる子 

 

 （３） たくましい子 

   ・仲間とともに遊んだり、運動したりすることの楽しさや喜びを味わう子 

   ・心身の健康の大切さに気づき、健康の保持増進に努める子 

   ・自分の体力を把握し、自分にあった運動を意欲的に実践する子 

 

３．本年度の努力目標 

 

  (１) 基礎・基本の定着を図り、自ら考え表現する力を育成する。 

（２）言語に対する関心や理解を深め、言語能力を育成する。 

（３）特別支援教育の視点をもち、児童が安心して学校生活を送るよう、実態に合わせた指導

を行う。さらに、それぞれの児童が自己有用感をもてる環境づくりに取り組む。 

（４）幼児期からの学びのつながりを意識し、円滑な接続をおこなう。 

（５）自らを鍛える､健康で明るくたくましい子を育成する｡ 

（６）それぞれが規範意識をもって、自分で判断し行動できる児童を育成する。 

（７）学校運営協議会等を活用し、開かれた学校づくりを推進し、地域に信頼される学校づく

りをめざす。 

（８）勤務時間の適正化による､ゆとりある教育環境を整備する。 



 

  ４．達成のための取組 

 

   (１) 基礎・基本の定着を図り、自ら考え表現する力を育成する。 

   ・朝の学習タイムにおける読書の習慣化を図り、本を読むことの楽しさを味わわせながら

語彙力の充実と集中する姿勢を培う。 

      ・漢字タイムを設定し、基礎学力の定着を図る。 

      ・学習の振り返りを大切にし、学んだこと、考えたことを表現できる時間を設定する。 

      ・放課後学習タイムを活用し、基礎的な知識・技能を身につける。 

 

  （２）言語に対する関心や理解を深め、言語能力を育成する。 

    ・授業の中で、書いたり、話したりする表現活動の場を設定し、互いに自分の考えを表現

したり、伝えあったりする学習活動を充実させる。 

      ・国語を中心とした「単元デザイン」に取り組むとともに、「交流」を通じて、児童が学

びあい、学びを深める場を設定する。 

      ・全教員による「絵本ライブ」などにおいて、魅力ある読書環境を継続する。 

 

（３）特別支援教育の視点をもち、児童が安心して学校生活を送るよう、実態に合わせた指  

導を行う。さらに、それぞれの児童が自己有用感をもてる環境づくりに取り組む。 

   ・特別支援教育コーディネーターを中心に、校内委員会を定期的に開催し、特別な支援

が必要な児童の実態把握や、指導・支援内容の協議および見直しなどにより、全教職

員の共通理解のもと、チームとして児童にかかわる。 

・「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」などを有効活用し、個に応じた有効な手

立てを実施する。さらに、必要な合理的配慮を適切に行う。 

    ・通常学級において、特別な支援の必要な児童の障害特性等に配慮した指導を充実させ

る。そのために、校内研修の実施等により、すべての教職員が発達障害などに関する

基礎的な知識・技能を習得し、資質向上に努める。 

・障害の有無にかかわらず、子どもたちに「わかる授業」を展開するため、特別支援教

育の視点を取り入れた授業づくりに取り組む。 

・スクールカウンセラーや関係機関と連携し、心に問題を抱える子や親への適切な対応

に努める 

・人権と生命を大切にする心の教育の充実を図る。 

・児童の内面理解に努め、カウンセリングマインドを持って接する。 

 

 (４) 幼児期からの学びのつながりを意識し、円滑な接続をおこなう。 

     ・幼小合同で研修会を実施し、子どもの実態や課題について共通理解を図る。 

   ・「遊び」の活動を生かしながら、教科の授業の工夫を行う。 

   ・スタートカリキュラムを編成・実施し、「遊び」から「学習」へのスムーズな移行をめ

ざす。 

 

 (５）自らを鍛える、健康で明るくたくましい子を育成する 

   ・新体力テストなどで、自らの体力や運動能力を知り、自身の体力・健康を維持増進させ



る体育科での授業と、日常的な運動の実践を充実させる。 

   ・児童に目標を持たせるとともに、楽しみながら意欲的に取り組もうとする態度を育成す

る。 

   ・スポーツクラブ２１の活用など、社会体育への積極的な参加を推奨する。 

 

（６）それぞれが規範意識をもって、自分で判断し行動できる児童を育成する。 

 ・常に教職員間で児童の実態について情報交換を行い、いじめ･不登校･問題行動等の解

消に向けて、全教職員でチームとして積極的に取り組む。 

・児童会活動や委員会活動など児童自身の活動を含め、自分たちが安心して過ごせる学 

校づくりを考えられるよう、環境を整える。 

   ・関係機関と連携した情報モラル講演会を実施し、児童と保護者の両者に、最新の啓発指

導を行う。 

 

 （７）学校運営協議会等を活用し、開かれた学校づくりを推進し、地域に信頼される学校づく

りを目指す。 

   ・日常の保護者とのコミュニケーションを通して、保護者と信頼関係を築く。 

   ・定期的に学校の教育活動の公開と情報の発信をする。具体的には、授業参観＆オープン

スクール、学校だより、ホームページ等により、教育活動を公開する。 

   ・保護者が安心して児童を送り出すことのできる学校、地域に愛される学校づくりをめざ     

す。 

 

（８）勤務時間の適正化による、ゆとりある教育環境を整備する。 

   ・教職員の勤務時間の適正化を促進し、ゆとりある教育環境を整備し、児童と向き合う時

間を確保する。 

   ・全職員が、自ら勤務時間の適正化を意識し、職員自身も時間外労働削減への意識を高く

持つような職場づくりをめざす。 

     ・定時退勤日を原則週１回設定し、教職員の健康の維持増進を図る。 

     ・校務支援ソフトを十分に活用することにより、会議等の時間を削減し、自分の業務を計

画的に遂行できるようにする。 


